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1。 「中空スラブ設計要覧」出版記念パー

テ イ

―
 (1995.4.12都 ホテル)一

あい さつ

松 井

中空スラブ、はじめて実施 してか ら、30年以上 になる。 こんなに長 く続 く

とは思って もみなかった。

中空管 を作 っている栗本鉄工の当時の担当課長、神谷 さんが、 これは何年位

つづ くで しょうか と、5年位かなと答 えた。5年たって、まだ続いています よ

と。

はじめて書いた中空スラブの本、 とび らの所に、編集の尾崎さんが、中空管

の長々 と延びた写真を載せた、長 くつづ くようにと。

中空スラブのはじめの頃、竹中の研究所で実験 して もらったことがある。当

時の研究所長は先輩の箕面 さんで、松井君 も中空スラブで有名になったね と、

もっと前か らだと思ったが、あるいは、そうかなとも思った。

皇太子のお住いの建物、広い部屋は中空スラブだそうで、先般、皇居の設計

で宮内庁へ うかがった時、聞いて感激 した。

オ リンピック金メグルの女の子が、生れてか ら一番幸福な日といい もしたが、

今晩の私は、多勢の方に集っていただ き、同じ思いです。

あ りが とうございます。



2

松井先生 「 中空スラブ設計要覧」 (鹿島出版会) 出版記念パーティ祝辞

1995年 4月 12日 菊 竹 清 訓

於 :都ホテル 明日香の間

僣越ですが、挨拶と視辞を申し上げることは、大変光栄です。この度の

「中空スラブ設計要覧」の出版おめでとうございます。

私は先生の後輩で、もっばら設計実務をやっております。先生のように頭脳

明晰な学者ではありません。先生は日頃から余り無駄なことをおっしゃらない

し、論文は短いほど良いと言われたり、構造に限らず、いろいろな面で心から

敬愛しながら指導を受けて参りました。

先生は佐渡の真野町のご出身ですが、ご一族には歴史家、学者、そして政治

家と地域文化を代表された学者の家系ということが、背景にあると思います。

ご生家に伺いましたとき、何か身近な気持ちになりましたのは、「玄関の土間」

を拝見してからです。ガランとした土間で、天丼は大きな梁で、小屋組がそっ

くり見えます。こういうガラン洞の土間は、私の想像では戦後に改造されたも

のと思います。というのも私の九州の地主の実家も実は同じです。何故改造の

菊
竹
清
訓
氏



1.「中空スラブ設計要覧」出版記念パーティー  3

必要があったかといいますと、引揚者受け入れのため、大きな屋敷では、畳敷

きを減らして、親族位の受け入れにしないと、共同住宅のようになるからでし

た。それに、北風をさえぎる佐渡の平野の風景は、驚 くほど筑後平野に似てお

りまして、大変親近感をもった次第です。

ご存じのように、佐渡は日本文化を色濃く残している数少ない地域で、そう

いう環境に成長されたことをうらやましく思いました。そんなことで、先生に

30年にわたって、親 しく御指導をして頂きましたことを、とても感謝 してお

ります。

振 り返って考えてみますと、20世紀の新しい時代の構造革新の時代は欧米

と競争で技術開発を続けた歴史的な世紀であったと思います。その真っ只中で、

中空スラプを含むボイド構造が松井先生のもとに生まれたことは誇りでありま

す。コンクリー トが建築に応用されるようになった今世紀は、新 しい技術が次

々に開発され、スイスのマイヨールの橋や、キャンデラのシェルなど、みな気

がついたら同世代の構造家による成果でした。

一昨年シンガポールで行われたシンポジウムでの高層RC造 のレポー トで、

中空スラプを見せられて、うれしくなったのですが、それは、この構造と大型

仮枠システムで、一層を 3日 でコンクリー ト打設するという工期のスピー ドア

ップがレポー トされたからです。先生の中空スラブエ法は、我が国だけでなく、

今や海外にまで広 く及んでいるということです。まだ見ておりませんが、きっ

と台湾やアジア各地にもたくさんあると思います。

そもそもボイド構造の出発は、フラットスラブではなかったかと思います。

今から35年前の1960年  水戸 BSと いうプロジェクトで、スチールパイプの

柱に円板のキャピタルを設けた構造で、 2層の建築でしたが、全国に展開され

ました。このプロトタイプは実に空間的に魅力があり、 しかも経済的でしたが、

スパンが4mと いうことでしたから、これを伸ばしたい。これが浅川アパー ト

で1964年  ボイ ドで実現 し、以来駿河銀行支店など多種多様な建築に適用して

範囲が拡がっていった次第です。現在は人工土地として、もっと広 く都市環境



4

の再開発、再構築に大規模に利用されていくものと考えております。

尚、松井先生は、構造家の顕賞に松井賞を創設され、今年で第 5回を迎え、

過去の受賞者には、川口衛氏、佐々木睦朗氏、ロバー トソン氏など構造デザィ

ナーの業績を評価 し、貢献されています。構造家の社会的認識を高め、若い方

々を励ますうえで、我が国では唯一の賞を設け、構造の発展に貢献されている

ことをご紹介させて頂きました。先生の今後のご健勝とご指導をお願いし、祝

辞と致します。ありがとうございました。

―'麟 ●ヽa口F′

福
岡
義
夫
氏

入
江
善
久
氏

妹
島
和
世
さ
ん

荒
川
典
子
さ
ん
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2.大分県スポーツ公園メインスタジアム
コ ン ペ

提案競技 日程概要

平成 6年 10月 5日

平成 6年 10月 7日

平成 6年 10月 31日

平成 6年 11月 15日

平 成 7年 2月 15日

平 成 7年 2月 23日

～ 24日

平成 7年 3月 10日

平成 7年 3月 15日

平成 7年 3月 16日

第 1回 審査会開催 (東京 )

募集要項発表

第 1段 階応募締切

第 2回 審査会開催 (大 分、第 1段 階審査 )

9応 募者か ら 6者 選定

第 2段 階応募図書締切

第 3回 審査会

(東京、面接 ヒア リング、第 2段 階審査 )

第 4回審査会 (大 分、第 2段 階審査 )

第 5回審査会 (東 京、第 2段 階審査 )

知事答 申

大分県スポーツ公園メインスタジアム提案競技審査会委員名簿

建 築 (審 査会長 )
松井 源吾  (早稲 田大学名誉教授 )

建築構造

石井  一夫  (横 浜国立大学工学部建築学科教授 )

都市計画 ・建築

光吉 健 次 (九 州大学名誉教授 、福 岡都 市科学研究所理事長 )
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運 営
入江 雄三 (榊電通専務取締役 )

行  政

堤

矢野

郎 (大 分県副知事 )

章 (大 分県土木建築部長 )

新二

善

形
は
球
体
屋
根
が
開
閉

２０００
年
度
中
の
完
成
め
ざ
す

二
〇
〇
二
年
ワ

ー
ル
ド
カ

ッ
プ

（
Ｗ
杯
）
サ
ッ
カ
ー
日
本
大
会
や
二
巡
日
団
体
の
開
催

を
却
定
し
て
、
県
が
大
分
市
松
岡
地

区
に
理
股
じ
る
ス
ポ

ー
ツ
公
園
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の

コ
ン
ペ
審
査
会

（
会
長

・
松
■
縮
量
一
早
大
名
帯
教
授
ら
八
人
）
は
十
六

日
、

「
Ｋ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
」

（黒
川
紀
章
建
築
都
市

設
討
平
務
所
＝
代
表
企
業
、
竹
中
工
務
店
九
州
支
店
、
佐
瀞
継
、
高
山
総
合

工
業
）
の
提
案
を
最
一優
秀
と
決
定
し
、
知
事
に
答
申
し
た
。

決
定
策
・は
、
取
一体
の

一
部
が

地
上
に
せ
り
出
し
た
よ
う
な
形

状

。
四
百
ン
ト
ラ
ッ
ク
上
部
が

通
常
は
あ
い
て
お
り
、
悪
天
候

時
な
ど
に
は
移
期
式
屋
根
を
聞

め
る
よ
う
に
な
る
。
建
設
面
積

五
万
二
千
平
方
ｙ
、
延
べ
床
面

撃
八
万
六
千
平
方
メ

で
、
直
径

二
百
七
十
四
研
。
地
下
二
階
、

地
上
二
噌
。
地
上
か
ら
屋
根
ま

で
の
高
さ
は
二
十
五

・
六
研

、

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
高
さ
六
十

研

。
収
容

人
員

は

四
万

二
千

人
。
総
工
費
は
二
百
四
十
九
僚

九
千
八
百
万
円
と

、
基
準
価
格

の
二
百
五
十
億
円
に
お
さ
ま

っ

て
い
る
。

松
井
会
長
は

「ま
ず
形
状
が

シ
ン
プ
ル
。
農
湿
ｒ
つ
形
状
に
合

わ
せ
て
博
面
で
安
定
し
、
開
聞

シ
ス
テ
ム
の
信
鼈
薔
辱
つ
高
い
。

開
閉
部
分
に
残
る
は
り
は
日
障

り
と
の
意
見
も
あ

っ
た
が
、
移

動
カ
メ
ラ
が
設
置
で
き
る
利
点

も
あ
る
」
な
ど
と
説
明
。
十
日

の
審
査
会
で
問
題
に
な

っ
た
観

客
席
の
傾
斜
角
度

は
、
建
築
基

準
内
で
あ

っ
た
と
報
告
し
た
。

コ
ン
ペ
に
は

、
海
外
か
ら
も

合
め
て
九
グ
ル
ー
プ

（
二
十
二

社
）
が

応
募
。

一
次
選
定
で
六

グ
ル
ー
プ

（
一
上
ハ
社

）
に
絞
り

込
ま
れ

て
い
た

。
ス
タ
ジ

ア
ム

は
来
年
六
月
の
Ｗ
杯
開
催

囲
決

定
を
経

て
、
二
〇
〇
〇
年
度
中

の
完
成
を
め
ざ
し

て
い
る
。

朝 日新聞 (95.3.17)

スポーツ

伊藤1  庸夫  (サンフレッチェ広島強化部長、 ワールドカップサッカー大分辮致委員会アドバイザー)

謄ξ
.層

要  夕菫|:次  (大分県サッカー協会会長)
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外観全体架構図 (ドーム閉)

「KTグループ」案

外観全体架構図 (ドーム開)
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内観全体架構図 (ドーム閉)

内観全体架構図 (ドーム開)
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最優秀に黒川紀章。竹中グループー 大分県
スポーツ公園メインスタジアムコンペ

大分県では,「大分県スポーツ公園メインス

タジアム」建設に当たって, 2段階審査に

よる公開コンペを実施していたが, このほ

ど最優秀にKTグループ案 (黒川紀章建築
都市設計事務所,竹中工務店九州支店,佐

藤組,高山結合工業)が決定した.

同コンペは昨年10月 より応募が開始され,

9点の応募があり,昨年11月 15日 の第 1段

階審査で6点に絞られ,さ らに3月 10,15

両日の第 2段階審査で最優秀案が決定した。

最優秀案は,自然との共生をコンセプトに

シンプルながら洗練されたデザインでまと

められた点,開閉システムの球状の屋根構

造など技術的にも安定している点,多目的

利用への対応,スポーツ劇場を実現するた

めのさまざまな配慮などが評価されたもの.

第 2段階審査進出グループは,大林組・三

菱重工業・大建設計 `フ ォスター共同体,

日本設計・不動・佐藤工業共同体, 日建・

鹿島共同体=松日平日・フシタ・シャール

ボヴィス インク共同体,東畑・鴻池・川重

共同企業体の 5グループ。

審査員は,松井源吾(会励 ,石井一夫,光吉

健次各氏,ほか関係者5名 .

収容人員は約 4万 2千人.総工事費は約250

億円。参加報酬は最優秀以外の 2段階進出

グループに各300万円.来年度中に実施設計

を終了し,2000年の完成を予定している。

最(1芳賞の KTグループ案 .

新建築 5月 号

、く響零壁≦「♪
マ

｀ヽ _ヽ_二鋼口
「´

■■■_



3。 黒川紀章氏 と公開対談

―
 (95.6.8 建築学会)一 入院中の慶応病院か ら

―

【第 2夜 】6月 8日 [木 ]18:00-20:30建
築会館ホール

司会芦原太郎 講師黒川紀章・松井源吾
黒りll浄己章 くろかわ きしょう

建築家。黒川紀章建築都市設計事務所主

宰。1934年愛知県に生まれる。1957年 京都大

学建築学科卒業、1964年東京大学大学院博

士課程修了。作品に「国立民族学博物館」、

「和歌山県立近代美術館・博物館」、「パシフイ

ックタヮー」(パソ)他。1990年 日本建築学会

賞、1992年 日本芸術院賞、他を受賞。

松井源吾 まつい げんご

構造家。早稲田大学名誉教授。1920年新潟

県に生まれる。1943年早稲田大学理工学部建

築学科卒業。「早大理工51号館」、「佐倉市庁

舎」、「江戸東京博物館」の構造設計をてがけ

る。著書に「建築構造計画入門」、「見える力学」

他。1968年・93年 日本建築学会賞、他を受賞。

芦原太郎 あしわらたろう

建築家。芦原太郎建築事務所所長。1950年

東京都に生まれる。1974年東京芸術大学美術

学部建築科卒業。1976年同大学院建築学修

士課程修了。作品に「笠間日動美術館」、「一

九堂ビル」、「山梨県立看護短期大学」他。

1993年新日本建築家協会新人賞を受賞。
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4.第 5回松井源吾賞授与

―
 (95.6.1 リーガロイヤル ホテル)一

松井源吾記念会

受賞者への業績評

菊竹清訓 (選考委員代表・建築家)

数千年の建築の歴史において,構造家がこれほど独自の活躍を

欲しいままにした時代はなかった。橋にしても,塔にしても,

建築においても, 鉄・セメントが量産され, 大量に供給される

ようになったために,構造の黄金時代が始まったのである.ほ

とんどすべての大型建築が, これまでのような経験的な技術で

はなしに,理論的解析によってのみ計画され,次々に実現して

いくことになった.

これはある意味で大きな飛躍であって,構造の世紀といっても

よいような,いろいろな架構の開発が行われ,可能性は無限の

ように拡がった。当初,RC造が主体と考えられていたが,す
ぐにS造が追随して,相互に刺激し合いながら急速な発展と構

造形式の多様な展開は,め ざましいものがある.

今この時代の潮流の渦中にあつて,新 しい構造が生み出す空間

の魅力に, どれほどの喜びを享受しているか,想像を絶するも

のがある。ところが,こ の主役である構造家が意外にもデザイ

ン上,サブに扱われ,デザインに対してエンジニアとして脇役

のような扱いを受けているが, これは明らかに現代建築の動向

に照らして不当である。その担っている役割の大きさに対し

て,あ まりに過小な処遇のように思われてならない。

この度, ピーター・ライス氏が選ばれたのは, レンゾ・ピアノ

氏を支えて「関西国際空港ターミナルビル」の構造を担当され

たこともあるが, 一連の業績からいえば,ン ドニ~のオペラハ

辟躙
浴
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第5磨松井麟甕賞曖等菫

ウスでのヨーン・ウツソンとの協同が世界の建築界の注目を集

めたことはあまりに有名で,非凡である.単 なる構造を超え

て,それぞれの建築の本質的個性がそこに表現されているため

であろう。構造を抜きにしては空間も建築も語り得ないまで

に,極めて重要なンンボル性が付与されていることに気づかせ

られる.構造を超え,建築を超えて,芸術に踏み込んでいる.

審査員はその素晴らしさに魅了されたことを率直に告白しなけ

ればならない。これはセンチメンタルな構造へのオマールでは

ない.

また若い構造家として,中田捷夫氏を選んだ。キラリと光る才

能が作品に感じられる。こういう能力がさらに大きく,花ひら

くことを心から念願したい.

第5回松井源吾賞を通じて思うことは,構造家の役割の偉大さ

を社会的にも,建築界でも, もっともっと認識する必要があ

る, ということである.構造的建築家の栄光を構造の時代であ

るだけに審査員一同強く希わずにはいられない.

故ピーター・ライス氏御子息 中田捷夫氏
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4.第 5回松井源吾賞授与  19

‐‐‐‐第 5回松井源吾賞受賞者‐‐‐‐

中田捷夫 Katsuo Nakata

●経歴

194011

1966年

1978年

1991年

大阪府に生まれる

日本大学大学院修十課程修 f

坪井善勝研究室取締役

中田捷夫研究室開設

[学博士,技術 11(建 設部門)

●主な作品

1990年  TSP太 陽本社ビル (伊東豊雄 )
1991年 小国町 il西 里小学校多|1的ホール (木島
安史)

1992年 清里町ホテルポリーニア (伊 東今雄 )
木造 3階建「スーパーハウス」 (納賀雄

嗣)

1993年 小国町立小国中学校体育館 (本島安史)
1994年 梼原町地域交流施設 (隈研吾)

コーベコニシ本社/流通センター (山本

良介)

ゆりかご幼稚園 (藤本隆男 )

1995年 東大阪吉田団地 (納賀雄嗣)
ばんだい (株)熱海研修所 (隈研吾 )

●活動

|1本建築学会 :シ ェル委員会テンンヨン構造小委

員会,壁式構造検討委員会

11本建築構造技術者協会 :技術委員会 (副委員

長),広報委員会 (副委員長),震 災対策委員会
IAS.S.:WG17開 閉屋根指針作成委員会

■ rヽ ■1
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ピーター・ライス Peter Rice

affIIs
193s+

l9s6+
I es6+
1963f]'.

アイルランドに生まれる

クイーンズ大学 ll木 l:学科卒業

オヴ‐アランプ&パ ~ト ナーズ社に入社

オーストラリアのエンジエア・チ~ム に

参加

Rピ アノと協働

|:ψ :州 に1建築家協会名誉会員

アイルランド11立建築家名誉会員

li、L英国建築家協会ゴール ドメダル受賞

10月 2511 ロンドンで死去

1977イ li

1992イ 11

● |:な作品

1973年  ンドニ~・ オペラハウス (Yウ ツソ ン)
1977年  ボンピドー ーヒンター (Rピ アノ+

R.ロ ジヤース+オ ヴ・アラ ノブ )

1986年  ロイズ・オブ・ロンドン (Rロ ジヤ
‐―ス)

メニル・コレクンヨン美術館 (R.ピアノ)

1989年  ルーヴル美術館 ピラ ミンド (■ Mベ イ)
新凱旋門 (Yオ ッ トー・vOnス プレ ン

ケルセン+Pア ン ドリュー )
1994年  関西国際空港 ター ミナル ビル (Rピ

アノ)

響基爵筆菫澪ターミ■,,ば ,ト ■絆 1994
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菊 竹 清 訓

この度は栄えある伝統の早稲田大学の博士

学位の授与を受けまして、感銘新たなるもの

があります。

年長者ということで、今年度の学位を受け

ることになった方々を代表して、論文指導並

びに審査に当たって頂きました、諸先生そし

て大学に対 し改めて心から御礼と深い感謝の

気持ちをお伝えしたいと思います。

総長と

これからも学問の発展に尽くし、それぞれ

の分野でさらに研究を続け、学位の名に恥じ

ない成果を重ねていくことを心掛けたいと思

います。

学位の取得には、それぞれにご努力があっ

たと思いますが、私は旧制の大学で建築学科

を昭和25年卒業 し、以来45年、もっぱら実務
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につき、学問的な研究には無縁で したが、そ

の間、建築の領域では、技術的革新が進み、

設計環境は激変いたしました。

とくに今 [|卜紀初頭から始まったコンクリー

ト構造、鉄骨構造、さらに膜構造など人工材

料による新しい構造技術の進歩の影響は、極

めて大きく建築に革命ともいえる変化をもた

らしました
`,

変化は、建築のデザインと構造の関係にお

いてで、この二つは、現代建築の実現に密接

不可分となり、かつ新 しい空間を生み出す L

で、大きく貢献してきました。こうして架構

は、造形的にも統 ‐的で、総合的な価値の創

造が行われるようになりました。

しかし、複雑で巨大な空間をつ くる llでは、

理論的解析と同時に視覚的に力の流れをつか

むことのできる実験的手法が重要で、ここに

「軸カ ドームの理論とデザイン」という研究

が生まれたわけです。早稲田大学名誉教授

松井源吾博 11と その研究室の指導によって、

この論丈はできあがったものですが、歴史的

背景とこれからの大空間の社会的ニーズに照

らして、研究の成果が、いくらか役立つこと

になれば、この Lない喜びであります。また

このような分野の研究に、関心のある人達が

後に続いてくれれば、さらに大きな喜びであ

ります
`)

建築の造形の分野では、これまで博士学位

は歴史以外は少ないのですが、技術革新によ

る時代の変化は、デザインと構造とのより深

い連繋と、相互協力が必要となってきており、

今後、多くの研究者がこの領域で育ってくる

ものと思いますで,

私の研究分野は、現在海 L都 市やメガス ト

ラクチャーなどで、理 ll総研で産学共同の研

究をやっておりますが、今後も後進の指導に

尽くしたいと思います。最後に早稲田大学の

歴史を讃え、学問の発展を祈念し、博 11学位

授与式にあたり ‐言、謝辞を述べさせて頂き

ました。ありがとうございましため

1995年 3月 17[|

早稲田大学 2号館

2階 式場に於いて

お祝いの会 (95.7.22

リーガロイヤルホテル)
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7 最近 のアルバ ム

多 摩 美 術 大 学  建 築 科 同 窓 会  '94.6.26 2期

多摩美術大学

京王プラザホテル
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神戸地震視察途中

(95.1.26 :京都 都ホテル)

芦屋の倉本君上京、理工世話人会 (95.2.12 三田NECク ラブ)

'111
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遠藤さん、細谷さん送別会

(95.2.18 目黒雑魚屋)

大分コンペ審査の帰り、石井氏と

(95.3.10)
=|=11



丸山東君結婚式 (95.3■ 8 雅叙園)

7.最近のアルバム  29
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都庁前  (95.3.21)

大関和江さん結婚式

(93.3.28 りll越長イ恵寺)



庭園美術館 (95.4.20)

7.最近のアルバム  31

小田原市総合体育館現場

(95.4.21)

■||||||■ |
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相田さん イタペチ農場へ (95423)

一　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　・　　一　　・　　 ・
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プラジル早慶戦 (9564)

黒川さんと対談 (95.6.8)

菊竹さんと対談 建築家協会 (95.10.4)
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金井宏之さん結婚式

(95.10.28 帝国ホテル)
護 賀 新 年

二人で迎える初めてのお正月です。
今年もよろしくお願しヽ致します。

絡烙力多9′ :
4締う亀蛍解摯會

γ孝轟

平成八年 元旦

らリケじ,trづ∵‐学ι7色 .

東京都世田谷区砧フー2-21
7-ク成城104

■ 0313'49' 3217

楊 * * * 2'4 ?ra* xa

結婚式の写真は故人が出席するつ もりだった方々の もの

で、私が出席させて頂 きました。
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結婚しま―わた。   :|
ふたり伸よぐ電大三脚、力録合わせてしあわせな
宏庭を築レヽ‐纂いきたし`とぼづております。
..議

くへ機鐵1影の際に1よ、ぜひお立ちざりkださしヽ。
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阿部雅明さん (96.5.11

群馬ロイヤルホテル・

前橋カ トリック教会 )

|■礫

1996年 5月嵩日

馨子|ITT南
醤抒|1軍

11キ )
・‐'´
壼040(zol_

(93.3.10)

武
鯵４絲
）

j毬察

機ff雛 鰊
〒
３
　
埼
玉
県
大
富
市
宝
来

一
六
六
三
―

一
―
四
０
ニ

小

野

里
　

憲

　

一

奮
本理
一子
ス
旧
姓
　
佐
藤
）

８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
四
八
―
六
二
二
―
九
二
五
〇

警
中
あ
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
結
婚
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
二
人
で

力
を
合
わ
せ
て
ガ
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

よ
う
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

彎

魚

一̈麟
一絡
評̈
●

(96.6■  目黒雅叙園)

棗
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1.対 談
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重 理想義かかわり

新
日
本
建
築
家
協
会

（
Ｊ
Ｉ
Ａ
）
関
東
甲
信
越
支

部

（
斎
藤
孝
彦
支
部
長
）
が

「
デ
ザ
イ
ン
と
構
造
の

理
想
的
な
か
か
わ
り
」
を
求
め
て
始
め
た
、
建
築
家

と
構
造
家
の
リ
レ
ー
対
談
が
六
年
の
歳
月
を
経
て
よ

う
や
く
完
結
し
た
。
最
後
を
飾

っ
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
四
十
年
間
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
多
く
の
建
築
物

を
手
掛
け
て
き
た
、
建
築
家

・
菊
竹
清
訓
氏
と
早
稲

田
大
学
名
誉
教
授

・
松
井
源
吾
氏
。
今
回
は
百
五
十

枚
も
の
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
使
い
な
が
ら
、
大
空
間
ド

ー
ム
を
中
心
と
し
た
対
談
と
な

っ
た
。

対
談
の
題
材
と
な

っ
た
作
品
は
、

「
立
花
町
体
育

館
」

「
な
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
」
な
ど
十
数
点
に
お

よ
ぶ
。
対
談
に
先
が
け
て
菊
竹
氏
は

「
構
造
は
造
形

を
リ
ー
ド
す
る
」
と
し
、

「
そ
こ
か
ら
建
築
の
展
開

が
始
ま
る
。
そ
の
展
開
を
考
え
る
と
き
、
ま
ず
構
造

に
よ
る
飛
躍
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
つ
け

加
え
た
。
さ
ら
に
今
回
の
題
材
で
あ
る
大
空
間
ド
ー

ム
に
つ
い
て
、

「
一
九
九
五
年
を
境
に
い
ろ
い
ろ
な

構
造
帯
が
ミ

ッ
ク
ス
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ド
ー
ム
が
主
流
だ

っ
た
が
、
鉄
骨
ド

ー
ム
が
蜀
れ
た
の
が
そ
の
時
期
で
す
。
さ
ら
に
日
本

の
産
業
基
盤
も
整
い
始
め
、
そ
こ
か
ら
建
設
産
業
が

世
界
を
り
―
ド
し
て
い
く
の
で
す
。
い
わ
ば
新
し
い

構
造
を
日
本
か
ら
つ
く
り
出
す
時
に
だ
っ
た
わ
け
で

す
」
と
．
そ
の
時
代
背
景
を
説
明
し
た
。

松
井
氏
は
軸
カ
ド
ー
ム
の
理
屁
に
つ
い
て
、

「
雨

の
流
れ
落
ち
る
方
向
を
考
え
、
上
か
ら
の
荷
重
を
な

る
べ
く
そ
の
流
れ
の
方
向
に
圧
縮
で
伝
え
て
い
く
の

で
す
。
だ
が
不
規
則
ド
ー
ム
は
実
験
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
．
薄
い
膜
を
四
方
か
ら
引

っ
張

っ
て
、
そ
の

下
か
ら
両
重
を
加
え
て
膨
ら
み
を
み
て
、
そ
こ
に
鉄

骨
な
ど
で
形
を
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
述
べ
る
。

JIA関東甲信越

菊竹VS松井  リレー対談が完結
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松
井
　
源
吾
氏

菊
竹
　
清
訓
氏

菊
竹
　
な
ら
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
博

で
は
敷
地
内
に
文
化
財
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
か
な
り
規
制
さ
れ

ま
し
た
。　
一
平
方
房
あ
た
り
四

ン
ト

ま
で
し
か
荷
重
を
か
け
れ
な

い
う

え
、
地
面
を
五
〇
鷲
ン
以
上
掘
れ
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
、
膜
構
造
を
採

用
す
る
し
か
な
か

っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
に
時
覧
会
が
分
散
会
場
形
式

で
し
た
の
で
、
ど

つヽ
対
処
し
て
い

く
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り

ま
し
た
。

文
化
財
の
ほ
か
、
住
民
と
の
関

係
も
あ

っ
て
、

県
で
は
か
な
り

不
安
だ

っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の

た
め
各
会
場
に

シ
ン
ボ
ル
棟
を

建
て
て
、
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
う

ま
い
具
合
に
関
西
電
力
で
使

っ
て

い
た
柱
を
再
利
用
で
き
ま

し
た

し
、
ド
ー
ム
と
棟
が
有
効
的
に
配

置
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
数
時
間
で
膨
ら
む

エ
ア

ド
ー
ム
を
採
用
し
た

こ
と

も
あ

り
、
建
設
に
書
手
し
て
か
ら
は
工

事
全
体
が
活
気
づ
い
た
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。

松
井
　
こ
こ
で
は

一
般
的
な
軸

カ
ド
ー
ム
を
採
用
し
ま
し
た
。
本

造
リ
プ
を
つ
な
い
で
、
こ
れ
ら
諾

条
件
に
対
応
し
た
ん
で
す
。
木
遺

を
力
学
的
に
み
る
と
、
本
材
に
は

方
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
性
を

い
つ
か
利
用
し
よ
・？
と
し
て
い
ま

し
た
。
木
造
の
場
合
は
、
接
合
部

分
が
す
べ
て
な
の
で
す
。
エ
ポ
キ

シ
剤
の
発
達
で
接
合
部
を
強
叱
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
十
分
に

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
足
場
が
な
い
エ

事
だ

っ
た
の
で
、
材
料
は
曲
が
り

や
す

い
細

い
材
料
を
使

い
ま

し

た
。
さ
ら
に
建
設
ロ
ボ

ッ
ト
が
現

場
を
縦
横
無
尽
に
動
き
回

っ
て
い

た
の
で
、
フ
ラ
イ

・
オ
ッ
ト
ー
氏

（
構
造
家
）
も
ド
イ
ツ
で
使

っ
た

も
の
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
と
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

菊
竹
　
江
戸
東
京
諄
物
館
は
、

大
ま
手

き

て
構

造
的
に
冒
険
し
す

ぎ
る
と
い
っ
た
意
見
が
多
か

っ
た

で
す
ね
。
大
規
模
構
造
物
は
縦
賠

れ
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
制
御
襲

置
の
こ
と
を
宇
宙
工
学
の
エ
ン
ジ

エ
ア
に
聞
き
ま
し
た
。
縦
謡
れ
が

バ
ス
、
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
振
動
に

に
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
気
バ
ネ

を
利
用
す
れ
ば
振
動
を
お
さ
え
る

の
で
は
と
．指
摘
募
急
又
け
ま
し
た
。

数
力
月
悩
ん
で
い
た
も
の
が
そ
の

指
摘
に
よ

っ
て
解
決
し
た
ん
で

す
。江

戸
陣
物
館
の
斜
め
に
な

っ
た

屋
根
が
、
そ
こ
に
か
か
る
遠
心
力

を
お
さ
え
る
動
き
を

し
て

い
ま

す
。
も

っ
と
も
問
題
だ

っ
た
の
は
、

床
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
縦
冊
れ

の
制
一阪
装
置
を
付
け
ま
し
た
．

松

井
　
そ

の
床

の
―――――
眼

践

置

は
、
新
幹
線
の
空
気
（
ネ
と

一
緒

で
．
モ
デ
ル
実
験
を
出
島
研
究
所

で
や
り
ま

し
た
。

菊

竹

激

し

い
鵬

れ

に
対

し

て
、
そ
の
装
置
は
う
ま
く
適
応
す

る
の
で
す
が
、
ゆ
る
や
か
な
冊
れ

に
対
し
て
は
な
か
な
か
難
し
い
の

で
す
。

松
井
　
計
算
結
果
で
は
床
の
下

に
制
振
装
置
を

つ
け
て
、
四
分
の

一
ま
で
播
れ
を
お
さ
え
る
こ
と
が

で
ま
）
ま
す
。

菊
竹
　
こ
の
よ
う
に
加
工
体
を

完
感
さ
せ
る
ま
で
に
は
、
長
い
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
少
し
ず

つ
前

進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

る
の
で
す
。
キ
ャ
ン
デ
ラ
に

（
隅
・

造
家
）
な
ど
は
．
実
筋
を
知

っ
た

う
え
で
．
実
験
を
疑
り
返
し
て
い

く
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
理
論
と

実
験
は
並
け
に
進
め
ら
れ
て
い
く

の
で
す
。
建
築
家
と
構
造
家
は
常

に
力
牟
太
口
わ
せ
て
造
り
上
げ
て
い

く
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

日
「日
軸
カ
ド
ー
ム
は
「
雨
の
落
ち
る
」
理
屈
で

中
中
中
十
Ｔ
Ｔ
Ｔ
〓

よ
占
串
＋
や
や
や
Ｔ
Ｔ
Ｔ
∞
・
Ｌ
工
よ
串
中
中
中
中
中
中
■
Ｔ
Ｔ
Ｔ

菊
竹
氏
構
造
は
造
形
を
「
リ
ー
ド
す
る
」時
代
に

、・ 1
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2.イ ンタ ビューほか

■戦後建築をつくった人々

早稲田大学名誉教授 =GξNCO MスTSυ

源吾

◎聞き手― 川口健一 需 鵬 霊脇酔
教授

インタビュー:6月 2日/
松井源吾+0.R.S.事務所にて

戦渦の中から

― 構造の分野
へ進まれたきっかけは何でしょうか。

構造の方が頼りになるという感じを持っていました。デザインの

エスキースの時間などは,先生の気分によって前回と違うことを言
われたりしてね。また,同期の (故 )安東勝男さんが天オ的で,と て

もかなわないとも思ってました。そんなとき,瀬谷勇さんや竹内盛
雄先生と弾性論のゼミをやっていて,鶴田明先生から「構造でもや
るか」と言われたのがきっかけでしょうか。ゼミの方は,瀬谷さん
と竹内先生が相次いで出征したものだから結局なくなってしまいま

したけれど・……。

昭和18年学部卒でしたから,大学院のころは授業はほとんどなく
疎開の荷物運びなどの労働ばかりしていました。戦後は何もやるこ

とがないので,力学の勉強をしました。卒業後10年間ほどは鉄がな
く工場などの設計を木造でしていました。軽量鉄骨が出てきたこ

ろ,やっと鉄が使えてうれしかったものです。鉄筋コンクリートは

学部の授業では習っていても,実際に建物が建つのは見たことがな
く,昭和26年 ごろに, 日比谷の国際ビルが鉄筋コンクリートででき
るということでみんなで見に行きました。

その後,安東さんと3階建ての小学校をよくやりましたけれど,
菊竹清訓さんから5階建てのビルを頼まれたときは,安東さんに,
「 5階建てなんて生涯あるかどうかわからないぞ。俺との仕事は後

まわしでもいいから, 5階建ての方をやれ」と言われたものです。
でも,それから10年 もしないで,早大理工学部の18階建てが建った
んです。現在みたいに高層ビルがどんどん建つなんていうのは,当
時は想像もできなかったですね。
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―
光弾性実験を構造のプレゼンテーションとして活用され続けています

が。

デザイナーには, 日で見える方が説得力があるわけでしょう。光

弾性をやったのは,一つは,デザイナーに力の流れを見てもらおう
と思ったからです。光弾性は実験なので信用してくれます。計算機

は,精密な答えは出てくるし,グラフイックで奇麗な絵も|ま すが

実感を伴った信憑性がない。有限要素法などと違って光弾性は連続

体そのものですから,要素分割の仕方で応力集中を見逃すというよ

うなこともないのです。

築地電通ビルの最初の案では,丹下健三先生が意匠設計,坪井善
勝先生が構造設計だったんですが,僕がその光弾性実験をやりまし

た。初めの案では壁面全体がトラスのようになっていたのですが,

トラスが連続していかないところがあって,光弾性でやるとその部
分に縞がたくさん出る (応力状態が急変することが分かる)。 坪井先生が丹

下先生にその実験の写真を見せて,「この部分はこんなに縞が多い

から構造的に不利だ」と説明したら,丹下先生が,遠 く離れた別の

壁の部分を指して,「ここは縞がなくてこんなに空いてますね」と

言われましたよ(笑 )。

数年前,光弾性を使ってアーチの解析をしました。今度はドーム

の解析をやりたいと思っています。

― 特徴的な構造形式
の建物を早くから多く設計されていますが,デザイ

ナーと構造家のかかわり方についてどのように考えておられますか。

原則的にはデザイナーの方が考えて,構造家はそれを実現するの
に苦労をする。例えば菊竹さんは,僕の先生で,先生は宿題を出す
が答えは教えてくれない。そんな関係だと思います。昭和42年の立

花町体育館の屋根のときは,菊竹さんが, レンズ型の断面の絵を描
いてきて,あ とは何にも言わない。真ん中の白いところは勝手に考

えるということで,上は圧縮,下 は引張りで,真ん中に東とブレー

スを入れて例のサスペンアーチを考えたわけです。この宿題に対し

ては,割合良い生徒だったと思っています。

構造というのはどちらかというと保守的で,デザイナーの方が進

歩的だと思います。なるべくデザイナーの注文に近いものを実現す

るように努力はしますが,デザイナーの注文が全部できるわけでは

ないから,構造家はそれを抑えることになる。構造家の方から提案

するのは自分の解決策に一般的な数学的,あ るいは力学的な裏づけ

を持てたときです。そのような案があれば, こちらから提案ができ

39
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るようになるんです。中空スラブなんかもそうですよ。僕の提案と

しては,水の流れや膜のたわみを利用した流線梁なんかもあります
が,原則的にはデザイナーに引っ張られている場合が多いですね。

― 計算機やそのほかデ
バイスの発達は,構造設計のあり方を変えていくの

でしょうか。

例えば,病院に検査に行くと,最新の機器で頭や胸や腹のCTを

撮る。でも最後は,主治医が聴診器を当てる。昔の構造計算は,こ
の建物を計算しなさいというと1週間かかったんですよ。今は1時

間くらいで答えが出てきて,「 さてどうしましょう」とくる。計算

機だと初めと終わりしかなくて,間のチェックがない。計算機の性

能は良くても間違ってデータを入れたかもしれない。そうすると,

結局聴診器を当てるようなことをしないと心配なんですよ。ヮープ

ロの誤字は構わないけれど,建物で 1桁数値が違ったらおおごとで

すからね。

今のところ,計算機でできるのは創造性のない解析だから,解析
をいくらしても創造性のあるものは出てこないと思います。では,

計算機の方から提案してくるようになったら……つまらないなあ。

最終的には人間に決定権がないとね。医者は聴診器を持っていない

と(笑 )。

― 今回
の阪神大震災についてどうお感じになりましたか。

木造で何千人死ぬというのは問題だと思います。日本は断層だら

けだから,全国的に木造で人が死なないようにしなければならな
い。既存不適格なものは,金物での補強や,開 口部にプレキャスト
のラーメンでもはめ込むようなことで何とかならないものかと思っ

ています。

今回の震災で,僕の関係したもので被害の大きいのはなかったん

ですが,大阪でガラスが壊れたのがありました。ガラスが入るこ
ろ,構造屋が知らぬ顔をしているのは問題だと反省しました。

十勝沖地震のときもそうでしたが,1日基準でも壊れていない建物

がたくさんあります。壊れた理由なんて本当は分からないのではな

いでしょうか。スラブの基準なんかも,年々,故障が報告されるた
びに厚くなるんですよ。故障なんていうのは,100に 1ぐらいしか

ないものです。基準で決められると,みんな守らなくてはならなく

なる。世の中,悪いものをもとに何でも決めているみたvヽで,残念
な気がしますね。

一 最後に若い人
への提言などがありましたら。

今度の震災は構造設計の大切さが再認識される機会だから,こ れ
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から構造系へ進む人が増えるだろうと僕は思うんですが,新耐震で

構造設計が面倒になったお陰で構造設計をやめた人がいるそうです

よ。今後はもっと厳しくなるから,構造をやる人がいなくなるので

はないかって冗談半分に言う人もいます。

僕なんかもそうですが,福井地震で耐震壁が注目されて,それで

博士論文を書いた人が何人もいるんですよ。それが普通ではないで

すか。構造に進む若い人が増えると信じていますよ。

松井先生指導による博士論文 リス ト

藤本一郎 (1963年 3月 )

F鉄筋コンクリート梁および鉄骨鉄筋コンクリー ト梁の剪断抵抗

に関する研究』

望月 重 (1967年 3月 )
『鉄筋コンクリー ト壁体の耐震設計に関する研究』

槙谷栄次 (1973年 3月 )

『鉄筋コンクリー トスラブの直交異方性弾塑性解析に関する研究

一平面作用及び圧縮薄膜作用について一』

大越俊男 (1973年 11月 )

『梁・柱接合部の弾性理論的研究』

入江善久 (1975年 6月 )

『中空スラブ構造の研究』

安藤信好 (1976年 11月 )

『鉄筋コンクリート斜め格子梁床板の強度に関する研究』

佐藤立美 (1980年 2月 )

『耐震壁を有する架構の解法に関する研究』

田村幸雄 (1981年 2月 )

『円筒の渦励振に関する研究』

瀬谷 均 (1981年 10月 )
『シェル構造物の位相差を考慮した地震応答の基礎的研究』
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瀬谷 眸 (1982年 3月 )
F開 回のある耐震壁の応力と変形に関する研究』

須田健一 (1984年 2月 )

『高層建築物に作用する風圧力に関する研究』

手塚 升 (1985年 3月 )
F軽量コンクリー トのき裂問題に関する基礎的研究』

田中輝明 (1987年 2月 )

『木柱の捩りと膜のたわみの相似に関する研究」

精木紀男 (1987年 3月 )

『開国のある鉄筋コンクリート耐震壁の力学的挙動とその補強

方法に関する研究』

塚越 勇 (1987年 3月 )
.接
合部円板の応力に関する研究」

深尾康三 (1987年 12月 )

『低ライズケーブル補強空気膜構造の力学性状に関する研究』

内藤幸雄 (1987年 12月 )

『サイロの耐震設計に関する研究』

西谷 章 (1987年 12月 )
『木材のボルト接合に関する基礎的研究』

榎田寛治 (1988年 3月 )

『円形開口のある壁体の鉛直荷重時の応力解析に関する研究』

藤井邦雄 (1989年 1月 )

『超高層建築物に作用する変動空気力とそれによる応答の研究

―多点同時圧力測定方法と変動風圧の可視化を中心として一」|

岩佐義輝 (1990年 3月 )

『超高層建物の強風時の振動性状に関する研究』

望月 洵 (1991年 3月 )
F連層耐震壁の強度に関する研究』
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坪井義隆 (1991年 3月 )

『壁式架構の剛域に関する研究』

伊沢 久 (1991年 3月 )
F梁のハンチの応力分布に関する研究」

難波治之 (1991年 3月 )

‐
平板開口の筋違補強の研究」

宋 皓山 (1993年 3月 )

Fフ ラットスラブの曲げモーメントに関する研究」

松井賞受賞者

第 1回 (1991年 )

川口 衛  『サンジョルディ・パレス』

佐々木睦朗『美和ロックエ業玉城工場』

第 2回 (1992年 )

播  繁  『大阪東京海上ビルディング』

車場基成  『松下クリニック』

第 3回 (1993年 )

斉藤公男  『一連の作品』

レスリー・ E。 ロバートソン 『一連の作品』

第 4回 (1994年 )

今川憲英  『石打ダム資料館』

第 5回 (1995年 )

中田捷夫  『原町地域交流施設と一連の作品』

ピーター・ ライス 『関西国際空港ターミナルビルと一連の作品』

(以下本文参照)
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9 第 6回松井源吾賞

松井源吾記念会

―
 (96.6.18 リーガロイヤル ホテル)一

受賞者への業績評

菊 竹 清訓 (選考委員代表・建築家)

松井先生が去る1月 11日 他界された。日本の誇る天才的構造

家であり、学者であり、指導者であった先生の死は、惜しみ

ても余りある痛恨事である。偉大な先達を失ったことは、構

造界にとって極めて残念で、その損失は計り知れない。

今回で第6回 を迎えることになった構造家を讃える「松井源

吾賞」は、審査員全員の一致した意向によって、スイスの構

造家、ハインッ・イスラー氏と、日本の新谷員人氏に決定

し、それぞれ受賞を受けていただくことになった。このよう

な立派な方々を選ぶことは遺志に沿うもので、「松井源吾

賞」の誇りであり、審査員全員の名誉であると考える。

選考に当たり、多くの作品が寄せられた中で、共通して構

造が建築作品の質を決定づけていることに、改めて感銘を受

けた。その成果は、正に構造的建築家を称賛するに値する内

容であったことに喜びを禁じ得ない。松井先生が日ごろ指摘

されていた構造家の任務をそれぞれ的確に示した作品であ

り、業績であった。

今年完成した数多くの応募作品を見て、選考の過程で問題

となったことは、構造がコンピュータによって、極めて自由

に解析できるようになった反面、容易さも目立ち、本来の技

術の果たす役割や謙虚さ、合理性や堅実さ、などがややもす

ると失われ兼ねない点が指摘された。そんな中で、新谷氏の

作品は、格調高い禁欲的な構造ンステムを提示し、新しいあ

り方に示唆を与えられた。
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それにつけても「論文は短いほどよい」と日ごろからいわ

れ、その前例として、松井先生は国際ンエル学会のことを話

しておられたが、奇しくも、公式とその応用というたった2枚

の論文を出されたのが、当時27才のこのイスラー氏であった

とは驚きで、私は松井先生と不思議な因縁であると思わずに

はいられない。この世界的構造家の数々の作品業績を巡り、

現代建築を育んだRC造の究極の美に、ひたることの喜びにふ

れ、その栄誉をこころから讃えたいと思う。
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受賞者 :新谷 員人′/受賞対象 :「葛西臨海公園展望広場レストハウスの構造設計」
Msato Araya

●経歴

1943年

1969年

1971年

1982年

1995年

1996年

現在

東京都に生まれる

早稲田大学大学院修士課程修了

木村俊彦構造設計事務所に入社

広尾タワーズ・ホームズなどの構造設計に従事

梓設計に入社

航空関連施設、海外プロジェクトの設計に参加

オーク設計事務所を設立

エンジニアパートナーとして活動

オーク構造設計を設立

KSP取締役に就任

オーク構造設計代表取締役

KSP取締役

●主な作品

1975年  日本航空大型ハンガー
1980年 サウジアラビア王立電子工科大学
1988年 芙蓉ビル (設計 渡辺武信)
1989年

1990年

1991年

1992年

1994年

1995年

葛西臨海公園レス トハウス (内部 )

コナビレッジ (設計 長谷川逸子 )
RIJ日 本リサーチセンター (設計 鳥巣元大 )
高知県立青少年体育館 (設計 上田尭世)
松山ITMビ ル (設計 伊東豊雄 )
瀬戸田統合小学校 (設計 幡谷純一)
陽光ビル (設計 城戸崎和佐 )
葛西臨海公園展望広場レストハウス (設計 谷口吉生 )
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受賞者:ハインツ・イスラ~ノ/受賞対象 :・「シェル構造の発展に関する一連の業績」
Hem2 1sler

●経歴

1926年  チユーリッヒに生まれる
1950年  チューリッヒエ科大学土木工学科卒業
1951-53年  同大学助手
1954年  構造設計事務所開設
1959年  IASS会 員 現在に至る
1983年  ドイツ・カールスルーエ大学名誉教授

チューリッヒエ科大学工学博士

1994年  IASS坪 井賞受賞

1995年  IASS名誉会員

現在  構造設計事務所代表

●主な作品

1968年  ロミスヴィルの教会 (設計 ハンゼルマン
およびH.イ スラー)

デイテイングンのガソリンスタンド (設計

Hイ スラー)

1971年  カモリノのガーデンセンター “ビュルギ"

(設計 H.イ スラー)

1988年  ジュ不―ヴの別荘 (設計 P.Aカ モレッティ)

ジュネーヴの別荘 1988

ロミスヴィルの教会 1968
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デザイン能力に限界を感じ

構造デザインに進む

― |まじめ |こ建築1鑓裁 珀 |⊃

いてお間がせ下さい。

アラカルト

第a回松井源吾貨
を受:貨
・

新谷員人

1969年

1971年

1982年

1993年

現 在

東京都生まれ

早稲田大学大学院修士課程修了

(松井研究室 )

爛木村俊彦構造設計事務所入社

い梓設計入社

欄オーク設計事務所設立、エン

ジニアパー トナーとして活動

中オーク構造設計設立

胸オーク構造設計代表取締役

爛КSP取締役

新谷 漫然としていましたが、高校 4

年の時 |こは建築関係 |こ進みたいと考え

ていました。祖父が大工であつたこと

も影響したがも知れませ′1。 そのため

大学受験のときは建築学科だけを受け、

浪人をするはめ |こなりました。大学|こ

入つてガらは、誰でもそうだと思いま

すが、やはり建築デザインをやりたい

と思っていました。 3年 |こなつて、工

スキースの課題が増えてくると、デザ

イン能力 |こ秀ねた人がまわつこ多く、

これはだめだと思い、数学はさらいで

はながつたので、数学を生がせる構造

を選びました。松井源吾先生の講義は

面白く、構造設計をやろうと思つたの

です。

学部では二次元シェルの

光弾性実験を、

大学院では風の研究を行なう

―卒業論文は何をテーマ |こ研究され

ましたが。

新谷 学部のときは松丼先生の指導で

ライズが高いHPシェルの研究を、光弾
1性の模型を作つて研究しました。模型

はエポキシ樹脂で、ライズの低い場合

は平板を加熱して曲げればできますが、

ライズの高い場合は、リブのついた鋳

型を作るのです。30Cm角の模型を苦心

して作つたのですが、しヽびつであり、

光弾性の実験は結果としてうまくいさ

ませんでした。卒論は、数式を主体と

したシェルの解析を行ないました。

大学院に進んでからは、光弾性 |ここ

りて、風の研究をやりました。当時は

風の研究が日本でも盛ん |こなりつつあ

り、超高層ビルの設計でも風洞実験を

やるよう|こなりました。松丼先生は、

早稲田大学理工学部4階建研究模の構

造設計を担当されましたが、風の測定

のため{こ自費でイギリスがら風圧計を

8セットほど購入さね、理工学部の表

側と裏倒 |こ取り付けました。そねまで

は、速度を測定し1卿王|こ換算していま

したが、その機器は1副王を直接測定す

るものでした。台風だけでなく春の季

経 歴
1943年

1969年

業 績
1996年  第 6回松井源吾賞を受賞
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節風を長時間|こわたつて浸」定しました。

当時はアナログ計で測定された波形が

ら自分で数値を読み取り、デジタル化

するのです。観測点も多く、膨大なデ

ータを自分で打ち込み、スペクトル解

析を行なしヽました。早大の大型コンピ

ュータを使用しましたが、時々東大の

計算センターを利用しました。今では

デジタル読み取機があり、だいぶ楽 |こ

なつていますが、当時は大変な作業で

あり、スペクトル解析のプログラムも

自分達で作りました。実測とは別 |こ、

確率値である外乱・応合を独立変数と

する確率徴分方程式 |こよつて、外乱と

応答の確率的な関係を求める研究も行

ないました。研究テーマは「風圧力 |こ

関する統計学的研究」です。

卒業と同時に(柳木村俊彦構造

設計'I務所に入社

―卒業後のことをお間がせ下さい。

新谷 卒業第本村俊彦先生の事務所 |こ

入りました。本村先生のところでは学

ぶことがるがつたといえます。教育と

いうよりいきなり実践できたえられま

した。最初は、学校でコンピュータを

やつていたというので、エラブラ法

(Elastic Plastic法 )という弾塑性解

析のプログラムの作成 |こ協力しました。

エラプラ法というのは、ガンマ フフ
イ法といいまして、ガンマはせん断系、

フフイは曲げ系で曲げとせん断を分離

して解析し、さら|こ合成するん法で住

友童話館の解析|こ使用したものですが、

このガンマ フフイ法を振動系 |こ発展
させたものでユニークな振動解析法と

いえます。このプログラムを使つて、

槙文彦先生の広尾のマンシヨンを設計

し、日本建築センターの評定を受けた

こともあります。その他、篠原―男先

生の一連のシリーズである壁式構造 |こ

よる個人住ての設計もしました。その

当時の私は、この作品のデザイン的な

1立置づけも知らず、壁式構造の計算を

やっていましたけれど、篠原先生はこ

のシリーズで建築学会賞を受賞されま

した。

梓設計で航空関連施設や

海外プロジェクトを手がける

新谷 本村先生のところ|こは 4年 8が
用あ世話 |こなりましたが、その後大手

の組織事務所である樺設計 |こ移りまし

た。梓設計で一番初め |こやつた仕事は

羽田 |こある既存の航空機の格納庫の大

屋根の一部が沈下したので、その原因

調査と補強設計でした。原因は近くの

高速道躍工事で地下水を汲み上げたこ

とによつて摩擦杭の一部が不同沈下し

たためでした。沈下した屋根をジヤッ

キア ン`プして補強を行ないました。こ

の建物はすで |こ取り壊し、今|ま建つて

いないようです。その他、海外の業務

としてサウジフラビフ王立電子工科大

学のプロジェクトが E□象 |こ残つてい水

す。当時は 1∪ S$300円で、外貨の持

出しは5,000$以下 |こ限諫 ていました。
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松井源吾記念会

―
 (97.6.3 リーガロイヤルホテル)一

受賞者への業績評

菊竹清訓 (選考委員代表・建築家)

この度、「フジテレビ本社ビル」の構造計画を担当されまし

た京都大学名誉教授であり、小堀鐸二研究所代表取締役であ

り、鹿島建設最高技術顧間である小堀鐸二先生に、松井源吾

賞を贈呈することに決定した。審査員一同の全員一致した決

定である。

メガストラクチャーという構造の考え方と丹下健三・都

市・建築設計研究所との息の合った造形的処理の見事さは抜

群であり、わが国の地震多発地帯で、かつ埋立地という立地

条件をこえるものとして考えられた、この構造的解決は、こ

れまでになかった新しい解決として、他の模範となる内容を

もち、その意味で高い評価が得られるものと考える。

とくに嬉しいことは、日本建築学会の会長を務められてお

り、また松井源吾先生と親しい関係にあり、大学は同門でも

研究生活は早稲田大学と京都大学に分かれて活動という相違

はあるが、何といっても柔構造理論の棚橋諒先生のもとで研

鑽をつまれて、わが国の構造界における剛構造から柔構造ヘ

の大転換期に重要な役割を担われることとなった。このこと

が数々の受賞に結びつき、学者として高い評価を受けられる

ことになったものと思われる。

また最近、江戸東京博物館の計画において、メガストラク

チヤーとして、わが国で初めて、地震に対して、上下方向振

動の実験的研究を進められ、メガストラクチャーの実現に新

しい道を拓かれるとともに、そのための制震装置の開発指導
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をされるなど、非凡な天分を発揮されて、より新しい構造の

実現に寄与された。これが今回の受賞となった「フジテレビ

本社ビル」の大胆なメガストラクチャーの背景になったもの

と考えられ、松井先生への協力が新しい構造の展開につなが

っていったと想像する。

このように優れたわが国を代表する構造家であり、教育者

であり、指導者であり、研究者であり、学者であり、造形家

でもある稀有な能力を発揮されている小堀先生に松井源吾賞

を差し上げることになったのは、この賞にとって、まことに

名誉この上ないと同時に、審査員一同誇らかに喜びを共にす

る次第である。今後も構造と造形の調和した計画が、わが国

で進んでいくとき、小堀先生の存在はいよいよ大きくなると

思われる。その偉大さを讃え、先生のご活躍をお祈りし、松

井源吾賞の贈呈となったことを記念し、挨拶とさせていただ

きたい。
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●経歴

1920年  11月 15日 生まれ

1945年 早稲田大学理工学部建築学科卒業
1954年 京都大学助教授
1962年  京都大学教授
1984年 ～現在 京都大学名誉教授
1986年 ～現在 (株 )小堀鐸二研究所代表取締役

●職歴

1970年～85年

1981年～85年

1983年～84年

1987年 ～92年

1988年 ～現在

1988年～96年

1996年～現在

●受賞

1959年

1990年

日本建築学会賞

日本建築学会大賞

建設省建築技術審査委員会委員、高層部会長

日本学術会議会員(第 12期 )

日本建築学会会長

日本工学アカデミー理事

日本建築学会名誉会員

国際地震工学会理事

国際構造制御学会(IASC)会長

国際地震工学会(IAEE)名誉会員
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福岡山口酒造にて
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佐賀県神埼町仁比山公園

木造の橋 “愛逢橋"
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「日経コンス トラクション」より
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さかえ魚旨

西鉄グランドホテル

福岡銀行本店

♂響
綻 ピ

撥 爾 策 輝

福岡県庁
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12.1月 3日

平成 7年 12月 20日
松井源吾記念会

松井源吾先生のご結婚をお祝いする会のご案内

拝啓 今年も残り少なくなりました。
皆様にはご健勝のこととお慶びを申し上げます。
さて、先に松井先生からお葉書が届いていると思い

ますが、この度、伊沢政枝様とご結婚なされました。
つきましては、下記のようにお祝いの会を開きます。
皆でお祝いをしたいと思いますので、ぜひご出席下
さいますようご案内いたします。   敬具

記

日時 平成 8年 1月 3日 午後 3時～5時
場所 都ホテル東京 アスカの間

港区白金台1-1-50
TEL 03-3447-3111

尚、準備の都合がございますので折り返し (至急)
ご返事を頂きたく存じます。
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田中先生達が、 このような計画をたてて下さり、出席

される方々の名簿 も見せて頂いて本人は出席するつ もり

で、酸素つき車椅子などを借 りて楽 しみにしていました。

私は出かけるのは無理ではないか と思わざるを得ないよ

うな一進一退の毎 日でした。

前日のキャンセルで、お正月 ということもあ り連絡が

つかなかった方、 また地方の方は会があってもな くて も

と出かけて下 さいました。

“何時からだった ?"等 と準備 を始め、看護婦 さんに

15分前に点滴 を止 めて下 さい と、甥の丸山東 さんに司

会をするように等 と病院のパ レスホテルのオアシスに出

かけました。

皆さんに「お別れの挨拶を」等 と始 まり、私のことを

紹介 して、乾杯 した ものです。

政 枝
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13。 最近 のアルバ ムー その 2-

第 1回松井源吾賞

(91.6.1

ホテルオークラ)

都ホテル

(94.1.9)

』
繭籐麟纏 辮籐m‐ 都ホテル (94214)

94年 4月 肺気腫 と言

われ禁煙する

(94■23 1都ホテル)
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13.最近のアルバムーその2-  71

熱海ホテルニューアカオ 赤尾会長と
(94.3.22)

都ホテル (95.1.1)

早稲田専門学校 30周年 早大井深記念ホー
ル      (947.16 鈴木胸先生より)

94.11.17

都ホテル (95.1.1)

都ホテル (95■ 2) 明治神宮 (95.1.15)
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恵比須ガーデンプレイス

(95.1.15)

第 5回松井源吾賞会場へ病

院より (95.6.1

リーガロイヤルホテル)

都庁前 (95.3.21)

75歳のi誕生日 (95.6.3

都ホテル)

慶応病院 病室にて (95.5.25)

・‐．「爆”“一
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13.最近のアルバムーその2-  73

病室にて

(95.6.3)

病室にて (95.6.11)

手術前日

(95.6.15)

都ホテル (95.6.3)

執刀医小林教授と退院前日 (9575)

都ホテル (95.7.7)
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都ホテル (95.7.17) 都ホテル

(95.10.8)

合同早苗会 (95.1021)
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病院ロビーから外苑会館を望む

病院ロビーにて

堤さんからのハガキ

‐   `':|::卜
rヽ|:|・



堀
内
さ
ん

遠
藤
さ
ん

上
曽
さ
ん

三
階
堂
さ
ん

村
上
さ
ん

慶応病院ロビー

(95.11.29)

遠藤さんより

慶応病院ロビー 住吉さん御見舞 (95.12.21)



あいさつ
一
 「あ とが き」にかえて

一

縁 というものなのでしょうか。今振 り返ると不思議な気がいた します。私の

両親 も佐渡真野町出身で、私 も疎開をして真野小学校 に 5年間通っていました。

松井は、大先輩であ り、同窓生 ということにな ります。弟 も佐渡の生 まれで松

井研で御世話 にな り、91年の退職時に博士号 を頂 きました。弟の恩師 という

気持で東京の真野人会等でお目にかかっていました。

93年 に「東京卒業」と言って佐渡 に帰 りましても東京に何か と用事があ り、

行った り来た りの生活でしたが、疲れたということもな く、とて も:九気で した。

94年 4月 に肺気腫 と言われ、煙草を止めました。佐渡の冬の寒 さは厳 しく、

よく風邪をひいては東京に出て くると治るという感 じでした。

95年 3月 に撮 ったレン トゲンで影が見つか り、本人 には 4月 に知 らされ ま

したが、ベ ッド待ちという手術 までの 3カ 月間に、影 はどんどん大 きくな り 3

倍にもなっていました。高齢者の進行が遅いという説はあてはまりませんで し

た。

6月 16日 に右肺上部 3分の 1を切除する 7時間の大手術 に耐 え、順調のよ

うに思えた 7月 6日 の退院でした。 この頃 “生 きてて良かった"と言っていた

言葉が今で も耳か ら離れません。大変な経験だった ことと、精一杯の嬉 しさの

表現だったのだ と思います。その後 も、「癌」 とい う言葉 は一度 も口にしませ

んでしたが、本当はどう思っていたのでしょうか。

毎週のように通院 していましたが、8月 には同 じ肺の腕側に影が見つか り、

CTも 、MRIも 、注射針で液 を抜 く検査 もいた しました。癌性の ものではな

い と百われましたので安心 していましたが、いっ こうに良 くならず、10月 に

は腕が、 11月 には腰 も痛いと訴 え、あまりの痛 さに入院 して調べ ることにな
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り、 11月 14日 に再入院、検査で転移であるらしい と告げられました。信 じら

れないほどの進行、転移の速 さにどうすることもできませんでした。何物にも

代 えがたい人の命 を、現代の医学で も救えないことに対 し、ただただ伊 さを感

じています。

第 4回、第 5回の松井賞の席で何 とな く、私のことを話 して くれていたよう

でしたが、さぞ皆 さん もびっくりなさったことと思います。

亡 くなる 10曰 くらい前の大晦 日に、縞 22号の原稿の整理 をベ ッドの上で進

めていました。以前、縞を作ることについて “生 きていることを知 らせるので

続けているんだ"と 言っていました。いつまでも続 けたかったことと思います。

人生の先輩 として、生 き方や人 に対する至誠、性格等、尊敬することが多々

あ りました。2年 3カ 月の生活のうち、 10カ 月は病 との闘いでした。

「もっと早 く結婚すればよかった。 もっと楽 しみたかった」 という最後の言

葉を残 して逝って しまいました。生前、縞を手伝 うように言われていましたの

で私に託 したもの と思い、 どうしても完成させな くてはと思 う気持が焦るばか

りで、「いつまでかかっているの ?」 と言 う声が天か ら聞 こえそうです。

何 とかここにまとめ終 え、墓前に捧げることがで きますのも、皆様方のお力

添えの賜物 と感謝の気持でいっぱいです。ありが とうございました。

1997年 8月

松井 政枝
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著者略歴

佐渡に生る

早稲田大学理工学部

建築学科卒業
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